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昌ri.

:甘､ I.:,･-

1
 
1
月
2
4
日
(
木
)
～
1
 
2
月
7
日
(
水
)

●
最
優
秀
賞

｢
き
ら
め
き
｣

宮
地
幸
恵
さ
ん
の
件
晶

第
十
二
回
青
井
中
英
展
は
'
十
1
月
二
十
四
日
に

表
彰
式
及
び
開
展
式
を
来
賓
'
審
査
委
員
'
受
賞
者
'

関
係
中
学
校
等
多
数
出
席
し
挙
行
さ
れ
ま
し
た
｡

今
回
は
力
作
が
多
く
､
内
容
的
に
も
秀
作
が
揃
い

●
富
山
県
教
育
要
員
会
教
育
長
賞

｢
あ
る
形
｣
　
鹿
島
里
鈴
さ
ん
の
作
品

魚
の
単
純
化
し
た
頭
･
骨
･
尾
び
れ
を
組
み
合
わ
せ
て
構

成
さ
れ
､
魚
の
モ
チ
-
フ
に
美
し
く
ま
と
め
ら
れ
た
新
し
い

感
覚
で
素
晴
ら
し
い
作
品
で
す
o

応
募
総
数
八
一
七
点
'
入
選
点
数

三
二
四
点
と
中
学
生
に
は
芸
術
の

狭
き
門
と
な
り
ま
し
た
｡
期
間
中

は
連
日
大
変
多
く
の
父
兄
や
親
戚

の
方
々
'
学
校
関
係
者
､
生
徒
の

団
体
鑑
賞
と
賑
わ
い
ま
し
た
｡

Ⅷ
軍
.
,
.
,
.
蘇

■
F

彫
刻
の
持
つ
造

形
的
な
表
現
の
基

礎
で
あ
る
塊
と
し
て

の
適
切
な
処
理
や

質
感
な
ど
を
粘
土

の
特
質
を
う
ま
く
利

用
し
濡
ら
か
な
少

女
の
表
情
を
表
現

し
た
秀
作
で
す
｡

●
青
井
大
賞

｢
自
画
像
｣
　
棚
田
早
紀
さ
ん
の
作
品

人
物
の
持
つ
性

格
を
し
っ
か
り
と

捉
え
､
顔
の
表
情

も
よ
く
描
写
力
も

力
強
く
表
現
さ
れ

て
い
ま
す
｡

.

　

　

.

1

1

1

.

1

■

.

l

l

●
富
山
県
知
事
賞

｢
者
の
世
界
｣
　
荒
岡
健
太
君
の
作
品

遠
近
法
的
な
構

成
で
人
物
か
ら
発

す
る
リ
ズ
ム
感
と

絵
画
的
表
現
､
細

部
に
渡
る
丁
寧
な

仕
上
が
素
晴
ら
し

い
｡

(
)

自
画
像
を
描
い
て

棚
田
　
早
紀

青
井
中
美
展
に
応
募
す
る
た
め
に
自
分
を
措
こ

う
と
決
め
た
と
き
､
私
は
自
分
と
向
き
合
う
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
し
た
.
あ
り
の
ま
ま
の
自
分
を

絵
で
表
現
し
た
か
っ
た
か
ら
で
す
｡
学
校
か
ら
の

帰
り
道
'
仲
良
し
の
友
達
と
話
し
て
い
る
と
こ
ろ

を
描
く
こ
と
に
し
ま
し
た
o
　
だ
か
ら
､
楽
し
い
気

持
ち
を
自
然
に
表
現
で
き
た
の
か
な
と
思
い
ま
す
｡

背
景
の
光
は
'
私
の
目
指
す
も
の
を
表
し
て
い
ま

す
o
　
目
標
に
向
か
う
ま
っ
す
ぐ
な
私
を
措
き
ま
し

た
o
描
い
て
い
て
1
番
楽
し
か
っ
た
の
は
セ
ー
ラ
ー

服
で
す
o
吹
奏
楽
'
運
動
会
'
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
-
-

中
学
校
で
の
三
年
間
を
振
り
返
り
な
が
ら
'
私
の

様
々
な
思
い
を
全
部
'
そ
の
青
色
に
込
め
ま
し
た
｡

私
は
自
画
像
を
措
い
た
こ
と
で
'
自
分
と
し
っ

か
り
向
き
合
い
'
自
分
を
も
っ
と
好
き
に
な
れ
ま

し
た
｡
そ
し
て
'
今
の
ま
ま
の
自
分
で
こ
れ
か
ら

も
が
ん
ば
ろ
う
と
思
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
｡

最

　

優

　

秀

　

賞

優

　

　

秀

　

　

賞

富
山
新
聞
社
優
秀
賞

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
テ
レ
ビ
優
秀
賞

優

　

　

良

　

　

賞

優

　

　

良

　

　

賞

富
山
新
聞
社
優
良
賞

富
山
新
聞
社
優
良
賞

チ
チ
ー
リ
ッ
プ
テ
レ
ビ
優
良
賞

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
テ
レ
ビ
優
良
賞

宮
地
　
章
恵

室
作
真
理
子

川

西

　

　

緑

作作作作作作作作作作質

田
中
田
村
津
幡
数
井
平
野
若
林
福
田
境田
中
藤
井
井
野
竹
内

晶
子
治
子
莱
緒
昇
平斐

彩
花周

愛
穂
彩
未
友
香涼

晴
香

寺
田
香
理
奈

石
黒
　
温
子

丁

島

　

　

耀

池
田
　
沙
織

芝
井
　
洋
紫

黒
田
　
祥
平

(

中

　

　

田

)

(
福
　
　
岡
)

(
氷
見
西
部
)

(
高
　
　
陵
)

(
興
　
　
南
)

(
奈
　
　
古
)

(

奈

　

　

古

)

(

大

　

　

門

)

(
志
貴
野
)

(
高
岡
西
部
)

(
庄
　
　
西
)

(

庄

　

　

川

)

(
速
　
　
星
)

(
福
　
　
野
)

(

E

･

　

西

)

(
魚
津
東
部
)

(
新
湊
南
部
)

(
芝
　
　
園
)

(
井
　
　
波
)

(
石
　
　
動
)

(
と
な
み
養
護
)
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同
窓
生
ギ
ャ
ラ
リ
ー

1
月
2
2
日
㈲
～
2
月
1
 
2
日
㈲

山
㌃
棚
か
細
管
開
催
さ
れ
る

常
設
展
Ⅲ
期
　
1
 
2
月
2
2
日
的
～
2
月
1
 
9
日
㈲

豊
か
な
自
然
と
美
術
工
芸

十
二
月
二
十
二
日
(
木
)
か
ら
二
月
十
九
日
(
日
)
普

で
常
設
展
Ⅲ
期
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
｡

｢
豊
か
な
自
然
と
美
術
工
芸
｣
を
テ
ー
マ
に
'
絵

画
･
デ
ザ
イ
ン
･
彫
刻
･
工
芸
の
作
品
五
十
六
点
を

7
期
1
会
展
が
7
月
二

十
二
日
(
日
)
か
ら
二
月
十

二
日
(
日
)
ま
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
o

林
正
人
氏
(
昭
和
五
十

九
年
デ
ザ
イ
ン
科
卒
)
や

花
嶋
伊
都
子
氏
(
昭
和
六

十
一
年
工
芸
科
卒
)
ら
十

展
示
し
ま
し
た
｡

絵
画
で
は
'
島
田
四
郎
氏
(
大
正
十
四
年
図
案
科
卒
)
･
桜
井
幸
一
氏
(
大
正
十
四
年
図

案
科
卒
)
･
村
本
武
夫
氏
(
昭
和
二
十
四
年
図
案
科
卒
)
等
｡
デ
ザ
イ
ン
で
は
'
上
野
博
之

氏
(
昭
和
三
十
九
年
デ
ザ
イ
ン
科
卒
)
･
中
山
真
由
美
氏
(
昭
和
五
十
七
年
デ
ザ
イ
ン
科
卒
)
｡

彫
刻
で
は
'
紺
谷
英
儀
氏
(
大
正
十
四
年
木
工
科
卒
)
･
坂
口
秋
之
介
氏
(
大
正
六
年
木
工

卒
)
･
村
井
辰
夫
氏
(
大
正
十
二
年
木
工
科
卒
)
な
ど
｡
工
芸
で
は
､
大
塚
秀
之
丞
氏
(
旧

職
員
)
･
松
村
秀
太
部
氏
(
明
治
三
十
八
年
木
工
卒
)
等
の
作
品
を
じ
っ
く
り
堪
能
で
き
ま

し
た
d

七
人
が
様
々
な
も
の
作
り
の
分
野
で
集
ま
り
若
い

感
性
を
発
揮
し
た
会
場
に
大
勢
の
人
達
が
見
学
に

訪
れ
ま
し
た
｡

そ
の
後
､
岩
城
大
介
展
が
三
月
十
四
日
か
ら
四

月
十
六
日
ま
で
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
す
｡

南
砺
の
風
土
を
雄
大
に
描
い
た
迫
力
あ
る
作
品

七
点
が
展
示
さ
れ
'
生
徒
や
訪
れ
た
人
達
に
大
き

な
感
動
を
呼
び
ま
し
た

常
設
展
Ⅳ
期

3
月
1
 
4
日
的
～
4
月
1
 
6
日
㈲

自
然
の
美
し
き
と
用
即
美

卒
業
課
題
展

2
月
2
5
出
～
3
月
3
日
㈱

三
月
十
四
日
(
火
)
か
ら
四
月
十
六
日
(
日
)
ま
で
常
設
展
Ⅳ
期
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
Q

日
本
画
で
は
'
立
野
甚
一
氏
(
明
治
四
十
二
年
図
絵
科
卒
)
･
久
隅
守
景

岩
城
大
介
氏
は
､

本
校
昭
和
五
十
八

年
工
芸
科
を
卒
業

さ
れ
日
本
画
作
家

と
し
て
活
躍
さ
れ

て
お
り
ま
す
｡

民
ら
の
軸
物
十
一
点
が
整
然
と
会
場
に
展
示

さ
れ
ま
し
た
｡
工
芸
で
は
'
山
崎
覚
太
郎
氏

(
大
正
八
年
漆
工
料
率
)
･
村
田
吉
生
民
(
大
正
十

五
年
図
案
科
卒
)
･
関
　
義
平
氏
(
旧
戦
貞
)
･
大

角
　
勲
氏
(
昭
和
三
十
四
年
金
工
料
率
)
等
｡
彫
刻

で
は
'
畑
　
正
吉
氏
(
明
治
三
十
i
年
木
彫
科
卒
)

の
作
品
を
展
示
し
先
入
の
立
派
な
技
術
を
改

め
て
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
｡

卒
業
課
題
展
は
今
年
も
青
井
記
念
館

美
術
館
を
会
場
に
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
｡作
品
は
三
年
間
の
集
大
成
｡
六
学
科

九
十
作
品
は
'
時
間
を
掛
け
た
秀
作
が

揃
い
思
い
出
に
残

る
作
品
が
多
く
あ

り
ま
し
た
.
在
校

生
'
父
兄
の
方
々
､

関
係
者
大
勢
の
来

館
が
あ
り
会
場
も

賑
わ
い
ま
し
た
｡
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*青井記念館のホームページを開設しております｡
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寄
贈
作
品
の
紹
介

野
上
　
隆
件
(
昭
和
十
三
年
工
芸
図
案
科
卒
･
旧
職
員
)

卜
･
-
　
-
　
畑
｡
･
;
･
･
.
I
.
鮎
隼
"

催

事

案

内

i

i

l

_

.

.

汀
‥
7
7
.
.
I
,
.
.
.
.

(
高
岡
市
在
住
)
よ
り
寄
筋

蓮
田
修
吾
助
作

鋳
金
花
器
(
金
工
)

松
井
　
浩
氏

(
昭
和
二
十
四
年
鑑
気
料
率
)
の
遺
族
よ
り
寄
贈

大
島
　
五
裏
作

欄
間
　
鶴
の
図
(
木
彫
)

藤
野
一
郎
(
卒
発
生
の
父
兄
)
よ
り
寄
贈

｢
ポ
イ
ン
タ
ー
｣

松
　
村
　
秀
太
郎
作

人
物
に
す
ぐ
れ
た
作
品
が
多
い
松
村
秀
太
郎
で
あ

る
が
本
作
は
犬
を
題
作
と
し
て
捕
ら
え
た
作
品
も
生

命
感
に
あ
ふ
れ
た
力
強
い
表
現
と
な
っ
て
い
る
｡
作

者
は
明
治
二
十
一
年
福
光
町
に
生
ま
れ
る
｡

明
治
三
十
八
年
本
校
木
工
科
卒
業
後
'
東
京
美
術

学
校
(
現
東
京
芸
術
大
学
)
彫
刻
科
卒
業
'
旧
職
員

(
木
工
科
)
県
内
彫
刻
界
の
振
興
発
展
に
尽
く
し
た
｡

高
岡
市
民
美
術
展
･
招
待
作
品
の
展
示

五
月
一
日
(
月
)
～
五
月
十
四
日
(
日
)

常
設
展
Ⅰ
期

本
校
所
蔵
品
の
展
示
｢
絵
画
･
工
芸
･
漆
工
｣

五
月
二
十
七
日
(
土
)
～
七
月
二
十
六
日
(
水
)

同
窓
生
ギ
ャ
ラ
リ
ー

第
四
十
回
｢
三
人
展
｣

高
尾
宗
嗣
･
船
山
龍
雄
･
米
田
英
昭

六
月
四
日
(
日
)
～
六
月
二
十
五
日
(
日
)

文
化
部
合
同
展

七
月
八
日
(
土
)
～
七
月
二
十
六
日
(
衣
)

特
別
展
r
第
二
回
フ
ェ
ロ
ー
ア
ー
ト
展
｣

八
月
六
日
(
日
)
～
九
月
二
日
(
土
)

常
設
展
工
期

本
校
所
蔵
品
の
展
示
｢
絵
画
･
工
芸
･
金
工
｣

九
月
十
六
日
(
土
)
～
十
一
月
五
日
(
日
)

同
窓
生
ギ
ャ
ラ
リ
ー

第
四
十
l
回
｢
大
村
高
陵
親
子
四
人
展
｣

九
月
十
七
日
(
日
)
～
十
月
八
日
八
日
)

尚
美
展
開
連
作
品
展

十
月
十
四
日
(
土
)
～
十
月
二
十
二
日
(
日
)

は
ぐ
く
み
会
会
員
募
集
の
お
し
ら
せ

は
ぐ
く
み
会
で
は
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
｡

申
し
込
ま
れ
た
日
か
ら
一
年
間
会
員
と
な
り
ま
す
｡

主
な
活
動

1
　
青
井
記
念
館
美
術
館
へ
の
協
力
･
支
援

2
　
中
学
生
美
術
展
(
青
井
中
美
展
)
へ
の
支
援

特

　

　

典

1
　
企
画
展
等
の
案
内

2
　
は
ぐ
く
み
会
だ
よ
り
の
配
布

年

会

費

一
般
会
員
(
個
人
)
　
　
　
　
　
　
二
へ
〇
〇
〇
円

特
別
会
員
(
企
業
､
団
体
等
)
　
一
〇
'
〇
〇
〇
円

お
問
い
合
わ
せ
･
申
し
込
み
先

青
井
記
念
館
美
術
館
は
ぐ
く
み
会
事
務
局

平
成
1
7
年
度
同
窓
生
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
の
作
品
展
3

回
～
3
9
回
と
開
催
さ
れ
､
多
数
の
入
館
者
が
作
品
鑑

賞
さ
れ
ま
し
た
o

夏
休
み
中
の
県
近
代
美
術
館
と
青
井
記
念
館
美
術

館
と
合
同
収
蔵
作
品
展
も
今
年
度
で
終
り
残
念
と
思
っ

て
い
ま
し
た
ら
､
平
成
1
 
8
年
度
に
は
特
別
展
と
し
て

東
京
在
住
の
本
校
O
B
た
ち
の
　
｢
フ
エ
E
E
-
ア
ー
ト

展
｣
が
開
催
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
期
待
し
て
い
ま
す
｡

(
竹
田
記
)

編
集
発
行

富
山
県
立
高
岡
工
芸
高
等
学
校

青
井
記
念
館
美
術
館
は
ぐ
く
み
会

住
　
所
尋
磁
-
馴
高
岡
市
中
川
T
T
二
〇

T
E
L
八
〇
七
六
六
二
二
-
〓
ハ
三
〇

F
A
X
八
〇
七
六
六
)
二
二
⊥
六
三
t

(

　

)

A

)


